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制　作：認定 NPO 法人キャンサーネットジャパン ティール＆ホワイトリボンプロジェクト

監　修：斎藤 博　／青森県立中央病院医療顧問　青森県がん検診管理指導監

　　　　青木 大輔／慶應義塾大学医学部産婦人科学教室 教授



がんのなかでも子宮頸がんは、細胞診によって、がんになる

前に発見でき、検診の有効性も科学的に認められているにも

かかわらず、日本の検診受診率は欧米の 80% 前後に比べて

著しく低いのが現状です。（日本の検診受診率は海外と違っ

て正確なデータを把握する仕組みはありませんが、欧米の

８０％前後に比べ相当低いと考えられます。）20歳を過ぎたら、

2年に1度、子宮頸がん検診（細胞検診）を受けましょう。
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（出典：OECD,OECD Health DATA2019/2016 年国民生活基礎調査日本）

このリーフレットの情報は、2020 年 5 月時点での情報に基づいて作成されています。

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/qa_shikyukeigan_vaccine.html


